










































































放流管の大きさについて

水理模型実験の状況 放流管模型実験の状況

増設放流管ゲート規模、放流能力および管内圧力を水理模型実験によって検討。

結果、EL115.6mでの放流量が600m3/s程度あることを確認した。
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○現況の操作規則 ： 最低水位EL130.0mで洪水調節開始流量600m3/s
○再開発後の操作規則： 最低水位EL115.6mで洪水調節開始流量600m3/s
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EL95.0m

既設発電管 EL119.0m

付替発電管
Φ5.2ｍ×２条

増設放流管
Φ4.8ｍ×３条

２本の発電管を付け替え 構造的に有利な位置に３本の放流管を設置

出来るだけ低い位置に放流管を設置

最低水位のEL115.6mでの増設放流管からの放流量は約６００m3/s
（洪水調節 EL.115.6m ～ EL.160.0m）

よって、洪水調節開始流量は ６００m3/sとなります。

（EL.117.5mでの放流量は900m3/sとなります。）
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